
（１） ２０１９年（令和元年）８月５日（月曜日）
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中
央
教
育
審
議
会
は
4

月
、
「
新
し
い
時
代
の
初
等

中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
の
諮
問
を
受
け
、
討
議

を
開
始
。
諮
問
内
容
は
、

「
教
科
担
任
制
の
導
入
や
先

端
技
術
の
活
用
な
ど
多
様
な

指
導
形
態
・
方
法
を
踏
ま
え

た
年
間
授
業
時
数
や
標
準
的

な
授
業
時
間
等
の
在
り
方
を

含
む
教
育
課
程
の
在
り
方
」

「
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児

童
生
徒
に
対
す
る
指
導
及
び

支
援
の
在
り
方
」
「
増
加
す

る
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の

教
育
の
在
り
方
」
ほ
か
。

山
中
と
も
え
委
員
（
東
京

都
調
布
市
立
飛
田
給
小
学
校

長
・
全
国
特
別
支
援
学
級
・

通
級
指
導
教
室
設
置
学
校
長

協
会
会
長
）
は
「
特
別
支
援

学
校
教
諭
の
免
許
取
得
率
が

上
が
ら
な
い
」
問
題
を
指

摘
。
1
人
ひ
と
り
の
実
態
が

異
な
る
た
め
専
門
性
が
必
要

で
あ
り
、
集
中
討
議
す
る
場

の
設
定
を
求
め
た
。

浜
田
麻
里
委
員
（
京
都
教

育
大
学
教
授
）
は
、
「
日
本

語
教
育
が
必
要
な
児
童
へ
の

対
応
が
諮
問
さ
れ
た
の
は
歴

史
的
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
む

べ
き
」
と
話
し
た
。

石
橋
恵
二
委
員
（
武
蔵
野

東
学
園

武
蔵
野
東
小
学
校

中
学
校
統
括
校
長
）
は
「
幼

稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
1

6
0
0
人
中
4
6
0
人
前
後

の
児
童
生
徒
が
発
達
障
害
な

ど
で
あ
る
が
と
も
に
学
習
で

き
て
い
る
。
発
達
障
害
に
つ

い
て
の
理
解
教
育
が
教
員
に

も
保
護
者
に
も
必
要
」
と
述

べ
た
。

小
学
校
で
教
科
担
任
制

松
尾
弘
子
委
員
（
姫
路
市

立
白
鳥
小
学
校
校
長
）
は

「
兵
庫
型
教
科
担
任
制
」
に

つ
い
て
説
明
。
国
語
、
算

数
、
理
科
、
社
会
か
ら
2
教

科
以
上
選
択
し
、
担
任
の
交

換
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
た
教
科
担
任
制
を

5
年
生
以
上
で
行
っ
て
お
り

「
チ
ー
ム
と
し
て
多
面
的
に

子
供
を
見
る
こ
と
で
児
童
の

変
化
に
気
付
き
や
す
く
な

り
、
子
供
の
話
題
が
増
え
る

な
ど
同
僚
性
が
高
ま
り
、
不

登
校
も
減
っ
た
。
教
員
に
と

っ
て
も
専
門
性
を
発
揮
し
や

す
く
な
る
。
交
換
授
業
の
実

施
が
多
い
学
校
ほ
ど
、
中
学

校
で
役
立
っ
た
と
い
う
声
が

多
い
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
報

告
。横

浜
市
教
育
委
員
会
（
小

学
校
3
4
0
校
、
中
学
校
1

4
6
校
、
義
務
教
育
学
校
2

校
）
で
は
、
指
導
の
多
様
化

複
雑
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
2
0
1
8
年
度
、
8

校
で
「
教
科
分
担
制
を
伴
う

チ
ー
ム
学
年
経
営
の
強
化
推

進
事
業
」
を
実
施
。
特
別
活

動
と
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
道
徳
の
授
業
は
学
級
担

任
と
し
、
そ
れ
以
外
の
教
科

を
す
べ
て
分
担
。
学
年
主
任

は
担
任
を
持
た
ず
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
注
力
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
モ
デ
ル
校
の
教
員
か

ら
は
、
授
業
準
備
時
間
が
増

え
た
、
教
材
研
究
の
効
率
が

上
が
っ
た
な
ど
好
評
価
を
得

た
。
推
進
校
8
校
に
つ
い
て

「
学
力
向
上
」
「
心
の
安

定
」
「
教
職
員
の
負
担
軽

減
」
の
3
視
点
で
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
項
目
も

向
上
が
見
ら
れ
た
。
今
後

は
、
チ
ー
ム
学
年
経
営
実
施

校
と
も
実
施
校
で
比
較
分
析

し
、
そ
の
成
果
を
市
内
外
に

発
信
予
定
だ
。

教
科
担
任
制
の
メ
リ
ッ
ト

は
理
解
で
き
る
が
、
異
動
も

あ
る
な
か
、
継
続
で
き
る
の

か
。
例
え
ば
数
年
間
に
わ
た

り
社
会
を
担
当
し
理
科
を
担

当
し
な
か
っ
た
小
学
校
教
員

は
、
異
動
の
際
に
他
校
で
理

科
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
教
員
と
し
て
の
専
門

性
が
維
持
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
意
見
は
必

ず
出
て
く
る
。
全
国
一
斉
に

実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
事

項
も
あ
り
「
地
域
の
実
態
に

合
わ
せ
て
弾
力
的
に
導
入
す

る
」
こ
と
に
な
る
と
、
教
育

格
差
も
懸
念
さ
れ
る
。
教
員

の
異
動
が
ほ
ぼ
な
い
国
も
あ

る
な
か
、
少
子
化
に
向
か
う

日
本
は
現
行
シ
ス
テ
ム
を
ど

こ
ま
で
維
持
す
べ
き
な
の

か
。
新
し
い
学
び
に
対
応
し

た
「
教
員
の
専
門
性
」
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

先
端
技
術
に
つ
い
て
は
複

数
の
学
校
に
お
け
る
算
数
の

個
別
最
適
化
し
た
学
び
の
事

例
を
事
業
者
が
報
告
。
ま

た
、
つ
く
ば
市
立
み
ど
り
の

学
園
義
務
教
育
学
校
は
「
新

設
校
で
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
が
い
な
く
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
、
大
型
提
示
装
置
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が
あ
る
こ
と
で

児
童
の
自
主
的
な
学
び
を
促

す
こ
と
が
で
き
る
」
事
例
を

報
告
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
学
習
に
よ
り
、
多
様

な
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
話
し
た
。

特
別
部
会
で
は
本
年
中
に

「
教
員
養
成
部
会
」
「
新
し

い
時
代
の
高
等
学
校
教
育
の

在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
「
外
国
人
児
童
生
徒
等

の
教
育
の
充
実
に
関
す
る
有

識
者
会
議
」
検
討
状
況
の
報

告
を
受
け
、
論
点
を
取
り
ま

と
め
る
。

現
在
、
普
通
教
室
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
は
大
容
量
の
デ
ー

タ
通
信
を
前
提
に
し
た
も
の

で
は
な
く
、
多
く
の
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
の
制
約
を
受
け
て

い
る
。
そ
こ
で
報
告
書
は
、

様
々
な
技
術
の
利
用
に
あ
た

り
、
学
校
内
に
サ
ー
バ
を
設

置
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は

な
く
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
前

提
条
件
と
し
た
考
え
方
を
示

し
た
。
国
に
対
す
る
提
言
の

内
容
は
次
。

▼
教
育
現
場

に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
導
入
を

検
討
す
る
際
に
は
、
ま
ず
は

ク
ラ
ウ
ド
か
ら
検
討
を
始
め

る
（
ク
ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ

フ
ォ
ル
ト
）

▼
教
育
委
員

会
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

調
達
す
る
際
に
、
そ
の
安
全

性
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
、
第
三
者
評
価
を

求
め
る
こ
と
を
明
示

▼
ク

ラ
ウ
ド
を
前
提
と
し
た
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
よ
り
柔
軟
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
モ
デ
ル

を
提
示

▼
文
部
科
学
省

「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
お
け
る
情
報
資

産
の
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

や
、
教
育
委
員
会
に
示
す
例

示
の
あ
り
方
を
含
め
て
見
直

す

▼
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
し

よ
う
と
す
る
教
育
委
員
会
に

対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
結
合
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
該
当
す

る
事
例
を
示
す

▼
ク
ラ
ウ

ド
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
教

育
委
員
会
の
参
考
と
な
る
よ

う
な
事
例
等
を
今
年
夏
ま
で

に
示
す
。

こ
の
ほ
か
、
下
記
の
検
討

に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
し

た
。
▼
ク
ラ
ウ
ド
整
備
率
を

自
治
体
の
教
育
実
態
調
査
に

入
れ
る

▼
ク
ラ
ウ
ド
を
利

用
し
た
遠
隔
教
育
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
す
る

▼
校
務
系
シ
ス
テ
ム
を
共

同
調
達
・
共
同
利
用
す
る

際
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し

な
が
ら
普
及
し
て
い
く
た

め
、
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

の
標
準
化
等
を
図
る

▼
教

育
分
野
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ

ド
事
業
者
の
当
該
サ
ー
ビ
ス

が
、
適
正
に
児
童
生
徒
等
の

デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
取

り
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
第
三

者
が
認
証
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る

報
告
書
で
は
ク
ラ
ウ
ド
活

用
の
メ
リ
ッ
ト
を
以
下
と
し

て
い
る
。
▼
教
職
員
等
の
負

担
・
コ
ス
ト
を
軽
減

▼
デ

ー
タ
を
安
全
・
安
心
に
保
存

・
利
活
用

▼
児
童
生
徒
数

や
利
用
の
増
減
に
即
応

▼

時
間
や
場
所
、
端
末
等
の
違

い
を
超
え
、
切
れ
目
な
く
活

用
ク
ラ
ウ
ド
導
入
を
阻
む
原

因
と
し
て
以
下
を
含
め
て
6

つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
▼
教

育
委
員
会
の
シ
ス
テ
ム
は
、

既
存
踏
襲
の
オ
ン
プ
レ
ミ
ス

（
校
内
サ
ー
バ
）
の
検
討
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
ク

ラ
ウ
ド
の
場
合
は
、
導
入
理

由
を
関
係
部
局
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
手

続
上
の
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る

▼
校
務
系
・
学
習

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
通
信

経
路
を
分
離
す
る
こ
と
が
必

須
項
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
ラ
ウ
ド
の
場
合
は
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
閉
域
網
や
専
用
線
等
）
に

す
る
必
要
が
あ
り
、
小
規
模

自
治
体
で
は
相
対
的
に
コ
ス

ト
負
担
が
大
き
く
な
る

▼

教
育
委
員
会
は
、
情
報
シ
ス

テ
ム
に
係
る
知
識
や
情
報
が

不
足
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム

の
設
計
に
自
信
が
持
て
な
い

ほ
か

教
育
現
場
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
活
用
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
合
（
座
長
＝
清
水

康
敬
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
は
7
月
5
日
、
報
告
書
を
公
表
し
た
。
有
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ス
ピ
ー
ド
は
20
年
で
約
1
5
6
万
倍
に
、
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
40
年
で
約

1
0
0
万
倍
と
な
り
、
今
後
も
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
更
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一

方
で
、
現
在
の
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
、
そ
の
技
術
革
新
に
よ
り
可
能
と
な
る

新
た
な
教
育
を
前
提
と
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
教
育
現
場
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に

係
る
課
題
や
阻
害
要
因
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
2
0
1
8
年
11
月
か
ら
検
討
。
そ

の
結
論
を
取
り
ま
と
め
た
。
本
報
告
書
で
は
教
育
現
場
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検

討
す
る
際
に
は
、
ま
ず
は
ク
ラ
ウ
ド
か
ら
検
討
を
始
め
る
（
ク
ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ
フ

ォ
ル
ト
）
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
た
。

7
月
24
日
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
・
第
2
回
「
新
し
い
時
代
の

初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
特
別
部
会
」
（
以
下
、
特
別
部
会
）
と
第
1
1
1
回
教
育
課

程
部
会
、
第
1
0
7
回
教
員
養
成
部
会
の
合
同
会
議
が
文
部
科
学
省
で
開
催
さ
れ
、
小

学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
と
先
端
技
術
を
活
用
し
た
教
育
の
在
り
方
が
討
議
さ
れ

た
。
こ
の
日
の
討
議
で
は
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
先
行
事
例
と
学
校
に
お

け
る
先
端
技
術
活
用
事
例
を
報
告
、
討
議
し
た
。
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担
任
制
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
も
の
の
、
維
持
継
続
し
や
す
い
仕
組
み
作
り
や
、
教
員
の
専
門
性

の
捉
え
直
し
が
今
後
、
必
要
に
な
り
そ
う
だ
。
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
討
議
を
深
め

る
た
め
の
特
別
部
会
の
設
置
も
事
務
局
に
要
望
さ
れ
た
。

「
新
し
い
時
代
の
高
等
学
校

教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
Ｗ
Ｇ
）」

（
主
査
＝
荒
瀬
克
己
教
授
・

大
谷
大
学
）
は
7
月
25

日
、
都
内
で
第
1
回
会

議
を
開
催
し
た
。
同
Ｗ
Ｇ

は
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等

中
等
教
育
分
科
会
・
新
し
い

時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在

り
方
特
別
部
会（
以
下
、特
別

部
会
）
に
お
け
る
4
つ
の
諮

問
事
項
の
う
ち
の
第
二
「
新

時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校

教
育
の
在
り
方
」
を
検
討
す

る
た
め
に
設
置
。
文
部
科
学

省
に
よ
る
と
、
高
等
学
校
改

革
の
本
格
的
な
見
直
し
は
4

半
世
紀
ぶ
り
。
具
体
的
な
検

討
事
項
は
以
下
。
▼
生
徒
の

学
習
意
欲
を
喚
起
し
能
力
を

最
大
限
伸
ば
す
た
め
の
普
通

科
改
革
な
ど
学
科
の
在
り
方

▼
地
域
社
会
や
高
等
教
育

機
関
と
の
共
同
に
よ
る
教
育

の
在
り
方

▼
時
代
の
変
化

・
役
割
に
応
じ
た
定
時
制
・

通
信
制
課
程
の
在
り
方

第
1
回
Ｗ
Ｇ
で
は
、
高
等

学
校
教
育
の
現
状
を
事
務
局

が
報
告
。
委
員
は
「
普
通

科
、
総
合
科
、
専
門
課
程
、

特
別
支
援
な
ど
の
分
類
に
関

係
な
く
す
べ
て
の
学
校
を
魅

力
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
入
れ
る
学
校
を
選
択
す

る
の
で
は
な
く
、
入
り
た
い

学
校
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
」、「
本
校
の
定
時
制
や

通
信
制
に
は
、
卒
業
後

3
年
間
見
守
る
仕
組
み

が
あ
る
。
普
通
科
で
も
こ
の

仕
組
み
を
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
か
」、「
高
校
生
は
時
代
の

変
化
を
感
じ
取
っ
て
お
り
、

文
系
と
理
系
の
選
択
に
大
き

な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
高

校
は
早
急
に
変
わ
る
必
要
が

あ
る
」「
現
在
の
学
校
シ
ス
テ

ム
は
、
閉
そ
く
感
や
同
調
圧

力
を
持
つ
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
」「
主
体

性
を
育
む
、
と
い
う
概
念
に

つ
い
て
具
体
的
に
共
有
す
る

必
要
が
あ
る
」、「
学
校
、
地

域
双
方
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

が
い
る
こ
と
、
地
域
と
学
校

で
常
に
対
話
し
な
が
ら
学
校

作
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
と
、
地
域
連
携
を
組
織

的
に
継
続
し
や
す
い
」
な
ど

討
議
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
特
別

支
援
学
校
（
視
覚
障
害
等
）

高
等
部
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
の
教
科
書
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
を
円
滑
に
使
用
す
る
た

め
の
諸
条
件
等
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

同
事
業
で
慶
應
義
塾
大
学
中

野
泰
志
研
究
室
で
は
、
特
別

支
援
学
校
の
生
徒
の
ほ
か
、

通
常
の
高
校
の
弱
視
等
の
生

徒
を
対
象
に
本
事
業
に
お
い

て
製
作
し
た
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
拡

大
図
書
」
の
調
査
協
力
校
を

募
集
し
て
い
る
。

「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
拡
大
図
書
」

は
、
以
下
の
機
能
が
あ
る
。

▽
拡
大
率
を
自
由
に
変
更

▽
特
定
の
ペ
ー
ジ
へ
の
ジ
ャ

ン
プ

▽
書
き
込
み
や
ラ
イ

ン
マ
ー
カ
ー
の
使
用

▽
Ｕ

Ｄ
フ
ォ
ン
ト
で
の
リ
フ
ロ
ー

拡
大
機
能
、
白
黒
反
転
、
読

み
上
げ
、
辞
書
、
し
お
り
機

能
な
ど
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
拡
大
図

書
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

iPad/iPhone/iPod
touch

と
教
科
書
・
教
材
閲
覧
用
ア

プ
リ
「
Ｕ
Ｄ
ブ
ラ
ウ
ザ
」

（
無
償
）
が
必
要
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
デ
ー
タ
は
、
各
学
校

で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
に
転
送
で
き

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保

す
る
た
め
、
常
時
、
最
新
の

ｉ
Ｏ
Ｓ
（
ｉ
Ｏ
Ｓ
9
以
上
必

須
、
ｉ
Ｏ
Ｓ
10
以
上
を
推

奨
）
及
び
「
Ｕ
Ｄ
ブ
ラ
ウ

ザ
」
（ver.2.9.0

以
上
必

須
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
。

昨
年
度
の
本
事
業
調
査
研

究
で
は
、
96
・
7
％
の
生
徒

が
「
非
常
に
便
利
」
、
「
や

や
便
利
」
と
回
答
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
85
・
1
％
の
生

徒
が
「
持
ち
運
び
が
楽
」
、

82
・
6
％
の
生
徒
が
「
必
要

に
応
じ
て
拡
大
率
を
変
更
で

き
る
」
と
回
答
。
学
習
意
欲

が
向
上
し
た
生
徒
は
50
・
4

％
、
勉
強
時
間
が
増
加
し
た

生
徒
が
38
・
0
％
、
成
績
が

向
上
し
た
生
徒
が
28
・
9

％
。
89
・
3
％
の
生
徒
が
今

後
も
使
い
続
け
た
い
と
回
答

し
て
い
る
。
な
お
中
野
研
究

室
で
は
以
下
の
デ
ー
タ
を
作

成
済
。
〇
小
学
校
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
拡
大
図
書
（
「
小
中
学
校

に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
拡
大
図

書
に
関
す
る
調
査
研
究
」
事

業
）
1
7
2
種
類
（
2
0
1

8
年
度
の
利
用
者
数
1
5
1

人
）
〇
中
学
校
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

拡
大
図
書
（
「
小
中
学
校
に

お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
拡
大
図
書

に
関
す
る
調
査
研
究
」
事

業
）
81
種
類
（
2
0
1
8
年

度
の
利
用
者
数
78
人
）
〇
高

等
学
校
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
拡
大
図

書
（
「
特
別
支
援
学
校
（
視

覚
障
害
等
）
高
等
部
に
お
け

る
教
科
書
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
」

事
業
）
2
0
8
種
類
（
2
0

1
8
年
度
の
利
用
者
数
1
6

1
人
）

調
査
研
究
協
力
者
は
、
運

用
上
の
課
題
や
利
便
性
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
▼

問
合
せ
＝
慶
應
義
塾
大
学
中

野
泰
志
研
究
室
�info -nak

ano -group@keio.jp

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
2
0
1
9

7
月
に
発
刊

（
一
社
）
日
本
教
育
情
報

化
振
興
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
＆

Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
「
先
生
と
教

育
行
政
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
整
備
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

2
0
1
9
」
を
7
月
10
日
に

発
刊
し
た
。

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
方
法
や
環
境
整
備
の
進

め
方
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
た
。
全
6
章
構
成
。
授
業

・
校
務
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

つ
い
て
ま
と
め
て
あ
る
ほ

か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
た

め
の
予
算
確
保
や
、
レ
ン
タ

ル
リ
ー
ス
／
リ
ー
ス
方
式
の

メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
取
り
上
げ

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

整
備
計
画
策
定
の
ほ
か
、
教

職
員
の
研
修
に
も
活
用
で
き

る
。
冊
子
は
無
料
。
希
望
者

は
Ｈ
Ｐ
か
ら
受
け
付
け
て
い

る
。
（
送
料
実
費
）
Ｈ
Ｐ
＝

https://ssl.edlnc.net/k
ankoubutsu/

気
仙
沼
市
、
仙
台
大
学
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
、
宮
城
県

教
育
委
員
会
「
体
力
・
地
域

ス
ポ
ー
ツ
力
向
上
推
進
事

業
」
に
お
い
て
、
仙
台
大
学

の
教
職
員
や
学
生
の
協
力
の

下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し

て
、
気
仙
沼
市
内
の
全
て
の

中
学
校
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー

ツ
遠
隔
指
導
を
柱
と
す
る
部

活
動
支
援
事
業
を
7
月
か
ら

開
始
し
た
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ

力
の
向
上
と
部
活
動
の
指
導

に
当
た
る
中
学
校
教
職
員
な

ど
の
働
き
方
改
革
の
実
現
を

図
る
。

7
月
25
日
、
気
仙
沼
市
、

仙
台
大
学
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

部
活
動
支
援
事
業
に
関
す
る

連
携
協
定
」
を
締
結
。
宮
城

県
教
育
委
員
会
と
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
は
、
2
0
1
9
年
1
月

に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る

教
育
の
推
進
お
よ
び
地
域
ス

ポ
ー
ツ
力
の
向
上
を
目
的
と

す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し

て
お
り
、
今
回
の
取
組
は
こ

れ
を
具
体
化
し
た
も
の
。
中

学
校
の
部
活
動
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
や
、
顧
問
を
務
め
る
教

職
員
の
負
担
軽
減
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
遠
隔
指
導
に

は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
貸
与
す

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
オ
ン
ラ
イ

ン
レ
ッ
ス
ン
サ
ー
ビ
ス
「
ス

マ
ー
ト
コ
ー
チ
」
を
活
用
。

「
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
」
は
ス

ポ
ー
ツ
専
門
の
コ
ー
チ
が
、

科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い

て
、
生
徒
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
動
画
を
テ
キ
ス
ト
や
音
声

で
添
削
す
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
。
競
技
の
経
験
が

少
な
い
顧
問
の
教
職
員
に
か

か
る
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
ね
ら
い
。
野
球
・
サ
ッ
カ

ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
2

0
2
0
年
3
月
末
ま
で
行

う
。

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

紙 面 案 内

学校給食・食育特集

5面 《2回》元気な小規模校を増やす！
6面 《66回》大学ＩＣＴ／八戸工業大学

◆これまでの人材育成から、デジタル社会において、
よりよく生きるための人材育成にシフトしていくこと
が求められている。デジタル社会を前提とした規範や
感覚、アイデンティティ、協力の手法を身に付けた市
民―デジタル・シティズンシップの育成だ………2面
◆エストニアではコーディングを6歳から学ぶ。アー
ト感覚を基礎としたモノ作り教育と起業家教育が根付
いているフィンランドでは、プログラミング教育はそ
れらの教育をさらに強化する役割を果たしている……
…………………………………………………………3面
◆統計的分野でプログミング教材「データをめぐる謎
を探れ」を無償提供しているＮＳＳＯＬは船橋市立三
山小学校で出前授業を行った………………………5面
◆「最新技術」により、学校制服や体育着の機能も進
化している。特に繊維の進化は目覚ましく、より快適
に涼感や保温性、身体機能の向上や動きやすさを確保
できる。プリント技術の進化で、多様なデザインも可
能になった。さらに「制服」「体育着」のデザインを
協働で考えるキャリア教育の事例も増えている…8面

科学技術立国日本
を支える人財を育む
科学技術立国日本
を支える人財を育む

第1月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

仲秋・葉月

月曜日

機械の日（８／７）
立 秋（８／８）
山 の 日（８／１１）

日

（令和元年）

第 ２ １ ５ ３ 号

5月

連 載

2019年

8

遠隔で部活動支援

小
学
校
教
科
担
任
制
を
討
議

気仙沼市・仙台大・ソフトバンク

気仙沼市内全中学校で

高
校
生
は
時
代
の
変
化
を
感
じ
て
い
る

新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
特
別
部
会

高
等
学
校
普
通
科
改
革
を
討
議

PDF版拡大図書 弱 視 等
視覚障害

調査研究協力校を募集

教
育
現
場
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
活
用
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
合

教
育
現
場
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
活
用
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
合

学
校
整
備「
ク
ラ
ウ
ド
前
提
」を
提
言
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